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対 象工事 を行 う方 は、
f工作 物 石 綿 事 前 調 査 者 講 習 を受 講 して、

資格 の取 得 をお願 い します。
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岡山県建設労働組合岡山支部機関紙 令和 7年 (2025)11月 l日 (月 刊)(1)

木村多孝 パネル展

第 740号

令
和
７
年
８
月
２６
日

ｏ

２７
日
に
岡
山
市
役
所
１
階

に
て
木
造
住
宅
耐
震
化
啓

発
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

私
は
前
年
と
同
じ
く
模

型
製
作
の
依
頼
が
あ

っ
た

の
で
、
今
年
は

〃動
き
の

あ
る
模
型
″
を
製
作

。
展

示
し
ま
し
た
。
二
棟
の
ミ

ニ
チ

ュ
ア
模
型
が
耐
震
構

造
を
施
し
た
も
の
と
、
施

し
て
な
い
も
の
で
地
震
の

揺
れ
に
ど
の
よ
う
に
変
形

す
る
か
、
手
動

で
体
験
で

き
る
も
の
で
す
。
頭
の
中

に
多
少
な
り
と
も
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
四

苦
八
苦
、
お
盆
返
上
、
輪

ゴ
ム
と
押
し
バ
ネ
を
利
用

し
て
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
模
型
製

作
だ
け
で
は
な
く
、
２７
日

に
住
宅
無
料
相
談
員
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
北
区

の
相
談
者
の
方
に
上
手
に

説
明
で
き
な
い
私
に
小
西

さ
ん

（西
大
寺
支
部
よ
り

参
加
さ
れ
た

大
工
さ
ん
）

が

「
そ
れ
な

ら
耐
震
だ
け

じ

ゃ
な
い
か

ら
岡
山
支
部

の
大
工
さ
ん

に

一
度
見
て

よ
∀
り
っ
，た
りヽ

？
」
と
に
こ

っ
と
笑
い
、

私
も
に
こ
っ

と
笑

っ
て
住
宅
部
長
の
名

刺
を
差
し
出
し
ま
し
た
。

納
得
し
て
帰
ら
れ
た
相
談

者
の
方
を
見

て
、
大
■
の

先
輩
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

〔住
宅
部
長
　
杉
本
〕

今
周
⑫
衝
事
よ
で
い

２
日
　
西
地
区
レ
ク
竺
Ｉ
七
ン

日
曜
健
診

４
日
　
新
加
入
説
明
会

７
日
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

共
済
学
習
会

１０
日
　
通
信
員
会
議

‐２
日
　
市
役
所
交
渉

‐４
日
　
税
金
対
策
部
担
当
者
会
議

木
建
安
全
対
策
委
員
会

‐６
日
　
奉
仕
活
動

日
曜
健
診

‐７
日
　
新
加
入
説
明
会

四
役
会
議

２０
日
　
執
行
委
員
会

２‐
日
　
機
関
紙
「あ
ゆ
み
」編
集

本
部
執
行
委
員
会

２３
日
　
西
南
地
区
ケ

竺
多
５

２７
日
　
財
政
担
当
者
会
議

２９
日
　
中
央
地
５
ク
竺
多

５

３０
日
　
岡
南
地
区
レ
ク
里
多
づ

す．Ｖ
・・
・　
”

北
西
地
区

役

員
紹
介

役
職
名
　
北
西
Ｂ
地
区

３
班
長

氏
　
名
　
江
本
裕
有
城

職
　
種
　
配
電
工

ひ
と
言
　
電
気
工
事
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
班
長
で
す
が
、

精

一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

役
職
名
　
北
西
Ｂ
地
区

５
班
長

氏
　
名
　
』県
田
　
尚

職
　
種
　
建
築
塗
装

ひ
と
言
　
今
期
か
ら
班
長

と
な
り
ま
し
た
員
田
と
中

し
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と

で
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
２
年
間

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

役
職
名
　
北
西
Ｂ
地
区

地
区
長

氏
　
名
　
木
村
多
孝

職
　
種
　
鉄
骨
工

ひ
と
言
　
今
期
か
ら
地
区

長
を
し
て
い
る
木
村
で
す
。

班
長
の
経
験
な
ど
は
な
く
、

わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
な

の
で
す
が
、
精

一
杯
努
力

し
て
し

っ
か
り
地
区
長
を

務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

江本裕有城

∩
υ

Ｉ

Ｉ

|

労働対策部

担当者会議

１０
月
１６
日
、
労
働
対
策

部
担
当
者
会
議
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
出
席
し
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ

い
て
、
令
和
８
年
１
月
１

日
よ
り
「
特
定

の
工
作
物
」

の
解
体

。
改
修
工
事
等
に

伴
い
石
綿
の
事
前
調
査
を

す
る
場
合
、
新
設
さ
れ
た

「
工
作
物
石
綿
事
前
調
査

者
」
の
資
格
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

主
に
加
熱
炉
、
焼
却
設
備
、

配
管
設
備

（化
学
プ
ラ
ン

ト
の
配
管
、
埋
設
さ
れ
た

下
水
用
配
管
、
等
）
を
解

体

。
改
修
す
る
方
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
労
働
災
害
防
止
活

動
に
つ
い
て
、
令
和
７
年

１
月
～
９
月
ま
で
の
岡
山

支
部

で
の
労
働
災
害
は
２５

件
発
生
し
、
内
１５
件
が
体

業
４
日
以
上
の
災
害
に
な

っ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
全

体
で
脚
立
か
ら
の
墜
落
が

圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
無

理
な
体
勢
で
作
業
し
た
り
、

両
手
が
ふ
さ
が

っ
た
ま
ま

昇
降
し
た
り
し
な
い
よ
う

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

岡
山
支
部
で
は
、
１１
月

７
日
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
組
合
の
み

な
さ
ん
、
も
し
現
場
で
会

っ
て
も
追
い
返
さ
ず
に
協

力
の
方
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

以
上
、
労
対
部
長
、
西

森
か
ら
の
お
し
ら
せ
で
し

た
。
〔労
対
部
長
　
西
森
〕

新
し
い
仲
間

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

● プ ラ ン ト等 の 西己管 の メ ン テ ナ ン ス エ 事

0電 気 設 備 (発電 設 伺 ‐百E電設 備 ・変 電 設 備 ・送 電 設 備 )の
改 厖 工 事
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例 え ば 、 以 下 の よ う な 工 作 惚 が 対 象 と な り ま す 。

有 賀 格 者 に よ る 園 萱 を せ ず 工 事 を 行 う こ と は 韓 で す :

おそれ が あ ります。

地
区
Ш
　
氏
　
名

東
Ａ
Ｏ
小
林
勇
貴

東
Ａ
Ｏ
阪
口
　
将

東
Ａ
Ｏ
田
邊
遥
人

東
Ａ
Ｏ
森
田
颯
斗

東
Ｂ
Ｏ
小
島
　
渉

西
Ａ
②
谷
本
　
礼

西
Ａ
□
溝
口
虎
太
郎

西
南
Ｂ
Ｄ
川
元
智
之

西
南
Ｂ
Ｏ

一
坪
寛
朗

北
西
Ｂ
ｍ
藤
原
啓
司

中
央
⑪
岡
　
辰
憲

１０
月
組
織
人
員

１

、

６

６

２

名

新
加
入
　
１２
名

脱
　
退
　
朽
名

職

種

配
管
工

配
管
工

鳶
工
鳶
工

保
温
工

防
水
工

配
管
工

配
管
工

建
具
工

内
装
工

土
工
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木
造
住
宅
耐
震
啓
発
′{Tヒ
ネ
ル
展

令 和 8年 (2026年 )■月 ■日 以 降 箸 工 の 工 事 か ら 、
一部 の 工作 物 の石 綿 事 前 調 査 には

こんな工 事 も

有資橘 者による調 査の
共に醜になつます′

家庭円常情栞引換のご察向
9/25(木 )までに申込をされた方は、
11/10(月 )以降に、支部にて代金と
引換えにお渡 しします。

※ 9/26(金 )以降に申込の方は12月 のお渡
しです。

◆ お 詫 び と 訂 正 ◆

R7年 10月 号 西地区役員
紹介にて、西 B地区長の多
田博司さんの職種に誤 りが

ありました。

正 しくは「屋根工」です①
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齢
者
慰
労
ハ

鳥
取

第 740号

砂の美術館

東岡山地区レクリエーション

レクI「エーション
四国方面

高齢者慰労会

１０
月
１９
日

（
日
）
高
齢

者
慰
労
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
岡
山
Ｉ
Ｃ
よ
り
和
田

山
Ｉ
Ｃ
で
休
憩
し
て
大
乗

寺
に
１１
時
頃
着
き
ま
し
た
。

大
乗
寺
は
、
高
野
山
真

言
宗
の
お
寺
で
す
。
円
山

２
０
１
２
年
に

世
界
初
の
砂
像

専
門
屋
内
展
示

施
設
が
誕
生
し
、

現
在
に
至
り
ま

す
。
海
外
各
国

か
ら
砂
像
彫
刻

８
月
２２
日
、
岡
山
市
役

所
に
て
、
要
請
行
動
に
参

加
し
ま
し
た
。

難
波
岡
山
支
部
長
か
ら

都
市
整
備
局
難
波
次
長
に

要
請
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

公
共
工
事
入
札
業
者

へ

の
健
保
適
用
制
度
の
情
報

発
信
を
求
め
る
要
請
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
１０
月
か

ら
建
設
国
保
加
入
の
場
合

は
協
会
健
保
に
入
る
必
要

が
無
く
、
市
の
公
共
工
事

に
組
合
員
さ
ん
も
参
加
出

来
ま
す
。
分
ら
な
い
点
が

あ
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

被
災
住
宅
の
応
急
修
理

に
関
す
る
協
定
で
は
、
災

応
挙
や

一
門
の
画

家
た
ち
の
襖
絵
な

ど
が
あ
る
た
め
、

「
応
挙
寺
」
と
も

い
わ
れ
ま
す
。
見

晴
ら
し
の
丘
で
昼

食
、
そ
の
後
砂
の

美
術
館
に
行
き
ま

し
た
。
２
０
０
６
年
の

野
外
展
示
に
始
ま

り
、
大
型
テ
ン
ト

内
の
展
示
を
経
て
、

害
時
に
は
岡

山
市
と
組
合

と
の
協
定
を

結
ん
で
い
ま

す
。
又
、
木

造
住
宅
耐
震

藤
曇
九
パ
不ヽ
ル

展
を
岡
山
市

と
協
力
し
て

行

っ
て
い
ま

す
。
市
の
防
災
訓
練
が
１０

月
１９
日
午
前
に
、
南
区
芳

泉
小
学
校
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
是
非
御
参

加
願
い
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
要
請
で
は
、
補
助

対
象
は

一
住
宅

一
回
。
窓

断
熱
は
既
築
の
住
宅
の
み

家
を
招
き
、
毎
年
世
界
最

高
レ
ベ
ル
の
砂
像
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

会
期
が
終
わ
れ
ば
作
品

を
全
て
崩
し
て
も
と
の
砂

に
戻
し
、
再
び
そ
の
砂
を

使
用
し
て
新
た
な
作
品
を

制
作
し
ま
す
。

限
ら
れ
た
期
間
し
か
存

在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

砂
像
、
そ
の
傍
く
も
美
し

い
造
形
を
創
り
上
げ
る
為

に
、
砂
像
彫
刻
家
は
情
熱

を
注
ぎ
込
み
ま
す
。

少
し
小
雨
が
ふ
る
１
日

で
し
た
け
ど
涼
し
か

っ
た

で
す
。〔南
通
信
員
　
奥
山
〕

が
あ
り
、
２
頭
の
イ
ル
カ

が
ジ
ャ
ン
プ
し
て
回
転
し

た
り
高
く
上
空
に
吊
り
下

げ
た
ボ
ー
ル
に
大
ジ
ャ
ン

プ
を
し
ま
す
。

水
族
館
も
見
学
し
て
１６

時
す
ぎ
に
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
西
に
向

っ
て
夕
日

を
な
が
め
て
１９
時
頃
市
場

会
館
に
着
き
ま
し
た
。

〔南
通
信
員
　
奥
山
〕

一

催
。
生
ビ
ー
ル
や
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
で
乾
杯
。
お
肉

や
海
鮮
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
気
分
は

最
高
。
続
い
て
の
雲
辺
寺

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
、

山
頂
に
着
け
ば
瀬
戸
内
海

を

一
望
で
き
る
絶
景
に
心

を
洗
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

は
豊
浜
に
て
お
土
産
を
買

い
物
。
皆
さ
ん
た
く
さ
ん

買
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
楽
し
い
１
日
は

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

最
後
は
荒
木
さ
ん
の
挨
拶

で
締
め
く
く
り
、
岡
山
に

帰

っ
て
き
ま
し
た
。

本
当
に
楽
し
い
旅
行
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

〔東
岡
山
通
信
員花
本
〕

軋

対市要請行動

で
す
。
昨
年
の
申
請
は
２

万
軒
で
下
半
期
に
集
中
し

て
い
ま
し
た
。
助
成
限
度

額
も
３０
万
か
ら
７０
万
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
軒
数
も
増

や
し
て
い
ま
す
。
リ
フ
ォ

ー
ム
の
希
望
の
方
は
是
非

利
用
し
て
下
さ
い
。

市
の
職
員
の
方
、
高
橋

議
員
、
川
本
議
員
、
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

〔賃
対
部
長
　
山
室
〕

１０
月
５
日

（
日
）
南
友

好
地
区
は
子
供
と
大
人
２５

人
で
須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

に
行
き
ま
し
た
。

姫
路
の
灘
菊
酒
蔵
で
甘

酒
を
試
飲
買
物
を
し
て
、

明
石
で
昼
食
、
１３
時
頃
須

磨
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
着
き

ま
し
た
。

大
勢
の
人
が
入
口
に
並

ん
で
混
雑
し
て
い
ま
す
。

大
変
な
人
気
の
よ
う
で
す
。

オ
ル
カ
シ
ョ
ー
の
観
客
席

２
５
０
０
人
収
容
の
オ
ル

カ
ス
タ
ジ
ア
ム
も
満
席
で

す
。
客
席
の
１
列
か
ら
８

列
ぐ
ら
い
ま
で
は
シ
ャ
チ

が
は
ね
上
げ
る
水
が
か
か

る
の
で
２
階
席
か
ら
見
ま

し
た
。
体
重
２
ｔ
の
シ
ャ
チ
の

ジ

ャ
ン
プ
は
圧
巻
で
す
。

客
席
近
く
で
尾
び
れ
で
水

面
を
た
た
く
と
前

８
列
ぐ
ら
い
ま
で

の
人
は
頭
か
ら
水

を
か
ぶ
っ
て
び
し
ょ

ぬ
れ
に
な
り
ま
す
。

巨
体
の
シ
ャ
チ
の

演
技
は
一兵
快
で
す
。

観
客
の
歓
声
が
上

が
り
ま
す
。

別
の
プ
ー
ル
で

は
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

令
和
７
年
１０
月
５
日
、

東
岡
山

ハ
ロ
ー
ズ
を
８
時

に
出
発
。
途
中
、

マ
ル
ナ

カ
、
高
島
駅
に
て
皆
様
を

拾
い
、
四
国
方
面

へ
向
か

い
ま
し
た
。

さ
て
行
く
ぞ
の
地
区
長

の
挨
拶
、
岡
山
イ
ン
タ
ー

か
ら
高
速
に
乗
り
瀬
戸
大

橋
を
越
え
、
ま
ず
は
四
国

の
観
光
地
巡
り
。
新
浜
イ

ン
タ
ー
で
降
り
て
マ
イ
ン

ト
ピ
ア
に
到
着
。

こ
こ
で

は
み
ん
な
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
開
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つ
い
に
回

っ
て
き
ま
し

た
。
音
楽
の
お
話
で
す
か

？
唄
も
歌
え
ず
、
楽
器
も

弾
け
ず
リ
ズ
ム
感
な
ん
て

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

そ
ん
な
僕
で
も
思
い
出
の

歌
は
、
あ
り
ま
す
よ
。

高
校
生
の
時
か
ら
ず

っ

と
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
て
、

あ
る
大
会
に
出
場
し
た
時
、

試
合
会
場
に
行
く
ま
で
の

間
、
当
時
は
ラ
ジ
カ
セ
だ

っ
た
の
で
、
カ
セ
ッ
ト
を

持

っ
て
い
き
、

ド

ラ

マ

「
ス
ク
ー
ル
ウ
ォ
ー
ズ
」

の
主
題
歌
、
朝
倉
未
稀
の

「
ヒ
ー
□
―
」

を
聞

い
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
を
み
ん
な
で
聞
い

て
チ
ー
ム
の
士
気
を
上
げ

て
、
国
体
会
場
に
向
か

っ

た
の
が
心
に
よ
く
残

っ
て

い
ま
す
。
試
合
前
な
の
に
、

試
合
以
上
に
興
奮
し
て
い

た
な
ぁ
。
胸
に
残
る
ヒ
ー

ロ
ー
揺
り
起
こ
せ
、
の
如

く
熱
い
気
持
ち
を
ラ
グ
ビ

ー
で
相
手
に
ぶ

つ
け
て
き

ま
し
た
。

今
の
若
い
人
た
ち
に
も
、

そ
う
い
う
熱
い
気
持
ち
を

も

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
世

の
中
を
頑
張

っ
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

そ
ん
な
熱
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？

山
室
賃
対
部
長
。

〔税
対
部
長岸
本
〕
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